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　温室効果ガス排出削減目標に関する京都議定書が 1997 年に合意され、日本は 2008 年
～ 2012 年の排出量を、1990 年に対して６％削減することを目標としている。しかし、
































3Science & Technology Trends   May  2006
















































































科 学 技 術 動 向　2006年 5月号
4 5Science & Technology Trends   May  2006
 情報通信分野 TOPICS Information & communication
インターネットで現在広く使用されている通信プロトコルである、IPv4（Internet Protocol version 
4）のアドレス枯渇時期が早まるとの見方がでている。2003年 7月の専門家による調査では2022年
が枯渇時期と予測されていたが、2005年の3つの研究では、最大13年も枯渇時期が前倒しする予測
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 社会基盤分野 TOPICS Infrastructure
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 フロンティア分野 TOPICS Frontier


































































Constellation Observing Systems for meteorology, Ionosphere 
and Climate（気象・電離圏・気候観測衛星群）
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 その他の分野 TOPICS Others
　2005年 12月、米国NSF（国立科学財団）の国家科学審議会は、NSFの今後の方針を示す長期ビ











































































2020 VISION for National Science Foundation：
http://www.nsf.gov/pubs/2006/nsb05142/
nsb05142.pdf
科 学 技 術 動 向　2006年 5月号


























































































科 学 技 術 動 向　2006年 5月号



















































る 3R の原則のうち Refinement の
事項のみが義務事項として定めら
れていたが、改正法においては、
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規制名（制定 /最新改定年） 制定機関等 規制の概要
人を対象とする生物医学研究に携わる医師のための勧告
（ヘルシンキ宣言）６）
（World Medical Association Declaration of Helsinki Ethical 
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for the Protection of Vertebrate 
Animals Use for Experimental 
and Other Scientific Purposes）」12）
及び、「実験あるいは他の科学上
の目的で使用される動物の保護
（Protection of Animals Used for 
Experimental and Other Scientific 
























848 号（Decret aux Expériences 
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保 護 法（Animal Welfare Act of 
1978）と動物保護条例（Animal 








　 動 物 実 験 は、 動 物 福 祉 法
















範（Public Health Service Policy 




























































Public Health Service Policy
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 648,550  759,790  1,606,962  1,910,110
ラット  268,583  332,065  534,973  456,981
イヌ  69,516  64,932  7,444  9,518  7,635  5,570
ネコ  25,560  23,640  2,576  3,561  1,813  498
サル類  57,518  54,998  1,131  2,109  1,494  2,792
その他※  1,133,818  958,388  818,322  996,092  561,849  402,678
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動物実験に関する近年の動向　̶動物愛護管理法の改正・施行を迎えて̶
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試験                                                                                                                            参考文献 31）より引用
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Guidance Document: Recognition, 
Assessment and Use of Clinical 
Signs as Humane Endpoints for 
Experimental Animals Used in 










































































TG：テストガイドライン                                                                                         参考文献 31）より引用
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参考文献
01）  Russell, W.M.S. and Burch, R.L. 
（1959）The Principles of Humane 
Exper imenta l  Techn ique .  

























06）  World Medical Association 
Declaration of Helsinki Ethical 




07）  ICLAS（ 国 際 実 験 動 物 協 議
会 ）Special Reprints. Guidelines 
for the Regulation of Animal 
Experimentation. 1974
08）  CIMOS（国際医学団体協議会）
  International Guiding Principles 




09）  Declaration of Bologna（ ボ ロ ニ
ア宣言）：http://wwwsoc.nii.ac.
 jp/jsaae/bo-e.html












12）  European Convention for the 
Protection of Vertebrate Animals 


















16）  Sect ion V Experiments on 
Animals（ドイツ動物福祉法）：











19）  Guide for the Care and Use of 
Laboratory Animals（1996）（ILAR
の 基 準 ）：http://www.nap.edu/
readingroom/books/labrats/
index.html
20）  Public Health Service Policy 
on Humane Care and Use of 
Laboratory Animals. Office of 
Laboratory Animal Welfare. 





















24）  Statistics on the Use of Animals, 




25）  National Association for Biomedical 
Research（全米生物医学研究協会）：
 http://www.nabr.org/
26）  Number  o f  An ima l s  Used 
by Research From the First 
Reporting Year（FY1973）to 










28）  Canadian Council on Animal 
Care. Annual Report 2004‐2005
（カナダの動物使用数）：http:/
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37）  European Commission（2003）
DIRECTIVE 2003/15/EC OF THE 
EUROPEAN PARLIAMENT 
AND OF THE COUNCIL of 
27 February 2003, Amending 
Council Directive 76/768/EEC on 
the Approximation of the Laws 
of the Member States Relating 
to Cosmetic Products, Official J. 
European Union, L66/26.
38）  72nd Annual General Session 
of the International Committee 




39）  Monday 31 January 2005 10:09
（GNN（Government News 
Network）News）,  Hewi t t  
Ann o u n c e s  N ew  L aw  t o  
Crack Down on Animal Rights 
Experiments（英国の新法）：












※ URL は 2006 年５月１日時点のも
のを示した
AAALAC： American Association for the Accreditation of Laboratory 
Animal Care「実験動物管理認定協会」（米国）
ACC：Animal Care Committee「動物管理委員会」（カナダ）
CCAC：Canadian Council on Animal Care「カナダ動物管理協会」
CIOMS： Council for International Organization of Medical Sciences「国際
医学団体協議会」
ECVAM： European Center for the Validation of Alternative Methods「ヨー
ロッパ代替法バリデーションセンター」
IACUC：Institutional Animal Care and Use Committees「動物実験委員会」（米国）
ICCVAM： Interagency Coordinating Committee on the Validation of 
Alternative Methods「代替法バリデーション省庁間調整委員会」（米国）
ICLAS： International Council on Laboratory Animal Science「国際実験動物
協議会」
ILAR： Institute for Laboratory Animal Research, Component of the 
National Research Council, National Academy of Science「実験動物
研究協会」（米国）
JaCVAM： Japanese Center for the Validation of alternative Methods「日
本代替法評価研究センター」
JALAS： Japanese Association for Laboratory Animals Science「日本実験
動物学会」
JSAAE： Japanese　Society for Alternative to　Animal Experiments「日本
実験動物代替法学会」
NABR： National Association for Biomedical Research「全米生物医学研究協会」
NC3Rs： National Center for the Replacemnet, Rifinement and Reduction 
of Animals in Research「国立3Rs代替法センター」（英国）
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　温室効果ガス排出削減目標に関
する京都議定書が 1997 年に合意
され、日本は 2008 年～ 2012 年に
おける排出量の目標を、1990 年
排出量に対して６％削減としてい
























































科 学 技 術 動 向　2006年 5月号



















全体 男性 女性 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
調査数（Ｎ）  1171  545  602  109  169  201  280  258  135
非常に役立っている  2.0  2.6  1.7  1.8  1.8  2.5  0.7  1.9  5.2 
まあ役立っている  46.1  45.0  46.7  27.5  45.6  50.2  42.9  51.9  50.4 
あまり役立っていない  28.8  33.0  25.1  34.9  32.5  27.9  32.9  26.0  17.0 
全く役立っていない  1.8  1.8  1.7  3.7  1.2  1.5  0.7  2.3  2.2 
わからない  18.9  16.0  21.8  30.3  18.9  17.9  20.4  13.6  19.3 




全体 男性 女性 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
調査数（Ｎ）  1267  586  652  118  177  212  287  288  163
環境保全や資源節約のために
良いことだと思う
 91.6  91.1  92.7  94.9  97.2  98.6  96.2  86.4  77.3 
具体的に何をしていいか
分からない
 29.2  26.7  30.9  45.8  27.1  28.8  30.0  27.1  22.1 
手間や時間がかかる・面倒だ  25.5  25.0  25.7  33.1  30.5  26.0  27.5  18.4  22.7 
参考文献３）をもとに科学技術動向研究センターにて作成
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全体 男性 女性 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
調査数（Ｎ）  1267  586  652  118  177  212  287  288  163
環境保全のために、自分に
できることはすべきである
 94.5  93.8  95.2  94.9  99.4  97.7  97.9  91.3  85.2 
自分に何ができるかわからない  38.7  37.5  40.1  60.2  38.4  36.8  43.2  34.7  27.6 
行っても効果を実感できない  37.2  33.5  40.6  61.1  48.0  43.3  37.2  27.1  19.0 
定期的に行ったり、長続き
させたりするのがむずかしい
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太字は新学習指導要領において新たに追加                                                                                                                                                               参考文献 11）より
科 学 技 術 動 向　2006年 5月号
























































































科 学 技 術 動 向　2006年 5月号






























































































12 30 21 19 10 8
16 38 22 14 8 3
19 38 22 14 5 3
15 28 18 25 8 8
8 25 16 25 14 10
7 23 25 21 11 14
7 33 26 16 9 9
0 20 40 60 80 100
%


















18 30 12 18 10 12
20 26 13 20 11 11
21 30 11 14 14 11
13 34 13 19 6 15
年1回程度 年3～4回程度 月1回程度 月2～3回程度 毎週 その他 
参考文献 12）より（小学校N=64、中学校N=60）
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環境学習フェア 文部科学省 継続 環境教育担当教員の資質向上のため、環境学習フェアを開催





????????環境教育実践普及事業 文部科学省 継続 環境のための地球学習観測プログラム（GLOBE）モデル校や環境教育推進モデル地域を指定するなど、環境教育に関する優れた実践を促し、その成果を全国へ普及
愛知万博での



























































遊々の森 農林水産省 継続 国有林のフィールドを学校等の体験学習の場として利用できる「遊々の森」の設定を推進
森林環境教育窓口設置 農林水産省 継続 自然体験等に関する幅広い相談に応じるため、森林環境教育に関する相談窓口を全国の森林管理局・署に設置





海辺の自然学校 国土交通省 継続 港湾等における干潟・藻場・砂浜等の豊かな自然を市民が体験する場と機会を提供することにより、海辺の環境に対する理解を深め、良好な自然環境の保全と、安全で豊かな海辺環境の形成を促進
水辺の楽校プロジェクト 国土交通省 継続 川を活かした環境教育の推進を図るため自然環境あふれる安全な水辺を創出
















国立公園等の施設整備 環境省 継続 国立・国定公園等の歩道、キャンプ場等の基幹的利用施設、高度な自然学習や自然探勝のフィールド、エコミュージアム等の整備を推進
図表 12　環境教育に関する施策
参考文献 16）より
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中学2年生、N=148                                                               参考文献 18）をもとに科学技術動向研究センターにて作成
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13）  環境省、小中学生版 環境にや
さしいライフスタイル実態調査
（2003 年度（平成 15 年度）調査）：
  http://www.env.go.jp/policy/
k i h on_ke i k aku/ l i f e s t y l e /
h1610_02/03.pdf
14）  Environmental Performance 
Index：http://www.yale.edu/epi/


























21）  社団法人 環境情報科学センター：
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